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日中常用漢字字形の比較研究

A Comparatire Study of the Shapes
 of Japannes and Chines kanji  in common use

馬　鳳如
Fengru Ma

サマリー

　漢字は世界史上最も古い文字の一つで，数千年使用
され続け現在まで至っている唯一の文字である。文化
圏の角度から見れば，東洋には漢字文化圏が存在し，
漢字及び漢字文化が常にこの文化圏をつなぎとめる紐
帯であった。しかし，近代にいたり様々な要因からこ
の文化圏に大きな変化が生じた。漢字の使用状況から
は，次の６種の類型に分類できる。
○ ベトナム：完全に漢字の使用をやめ，ローマ
字に改めた。

○ 朝　　鮮：漢字の使用をやめ，ハングルに改
めた。

○ 韓　　国：基本的に漢字の使用をやめ，ハン
グルに改めた。

○ 日　　本：漢字の使用を制限し，字形を変え，
漢字と仮名を併用している。

○ 中国大陸：大幅に字形を変え，簡体字を普及
させた。

○ 香港台湾：漢字が従来のまま保持され，字形
も基本的には変化していない。

変化が最も大きいのがベトナム，朝鮮，韓国の３
国で，漢字が長期にわたり果たしてきた文献を記録す
るという役割をなくしてしまった。今後，専門家以外
は歴史的文献を読むのが困難となり，日本人や中国人
と筆談することも難しくなるだろう。変化が最も小さ
いのが香港台湾地区で，中国大陸や日本はともに字形
を変化させた。
総じて言えば，長期にわたり漢字使用を堅持して

いるのは日中両国のみとなった。このため，漢字や漢

字文化は中国や日本にとって特に重要な意味をもつ。
数千年来，両国の人々の生産活動や生活において，漢
字は何ものにも代えることの出来ない大きな役割を果
たしてきた。言語のみならず，歴史，文化，思想，政
治，経済など多くの分野できわめて大きな影響力を
持った。
漢字は発展するものである。字形を見るだけでも，

甲骨文字，金文から篆書，さらに篆書，隷書から楷書
へと，大きく変化している。日中両国の字形の差異も
変化のあらわれと言えるが，文字改革の流れが異なっ
たため，もともとは同じであった両国の漢字に，ここ
数十年でかなり大きな違いが生まれ，互いに識別で
きない漢字や似ているが違うという漢字も多く見られ
る。学生が中国語学習を進める際に混乱し，学生の作
文にはよく‘藏’‘广’‘ ’を‘蔵’‘広’‘戦’と書
くなどの誤りが見られる。
本文では，学生たちが正しく中国語の漢字を使え

るようにするため，日中両国の漢字（特に常用漢字）
についての比較分析を行い，両国の漢字字形の類型の
特徴を明らかにする。
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１.日本の常用漢字と現在の中国語漢字の関係
　1981 年（昭和 56 年）10 月 1 日日本政府が出した『常
用漢字表』で，『当用漢字表』を基準とする漢字使用
を制限する時代が終わり，漢字使用の目安を示すこと
になった。『常用漢字表』には，1945の常用漢字の字種，
字形，音訓，用例が示されている。
　常用漢字と現在の中国語漢字の関係については，す
でにいろいろな角度から分析が行われているが，大ま
かなものが多く，特に学生の学習に有益なものは少な
い。本文では『常用漢字表』の 1945 字について，一
つずつ現在の中国語の漢字と対比分析を行い，類型に
分け，日中の漢字の対応関係を示していく。各表の
漢字の配列は中国語発音表記のアルファベット順とし
た。
　筆者は，1945 の日本常用漢字と現在の中国語の漢

字（1965 年中華人民共和国文化部と中国文字改革委
員会が共同で出した『印刷通用漢字字形表』を基準に
する，以下，中国漢字とする）の対比を行い，表１の
ような結果を得た。
　同じもの，似ているものが 1246 字あり，およそ 3
分の 2をしめる。これらの漢字については，読み書き
に，両国とも大きな障害はない。全く相手のことばが
わからなくても，簡単な交流なら筆談で行うことがで
きる。まさに「漢字は日中両国国民が感情や関係を伝
え合う紐帯であり，中華民族と日本民族の共同財産で
ある」といえる。
　表中の第 1類，第 7類（同じもの及び日本の国字）
は割愛し，以下，第 2～ 6類について具体的に比較分
析していく。

種類 字数（%）

1 同じもの 1054 （54.2%）

2 似ているもの 192  （9.9%）

3 中国は簡体字となり , 日本では従来のままのもの 409  （21%）

4 日本では簡略化され , 中国では従来のままのもの 58   （3%）

5 異体字 60   （3%）

6 簡略化の形式が異なるもの 165  （8.5%）

7 日本の国字 7 　 （0.4%）

合　　　計 1945 （100%）

表１．常用漢字と中国漢字の比較表
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２．似ている漢字
この類型には 192 字が含まれる（表２）。

表２．似ている漢字比較表
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○

○

○

○
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○
３． 中国では簡略化され，日本では簡略化されて

いない漢字
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表３．中国では簡略化され，日本では簡略化されていない漢字比較表



8 山口県立大学学術情報　第２号　〔大学院論集〕　2009年３月



9馬　鳳如：日中常用漢字字形の比較研究



10 山口県立大学学術情報　第２号　〔大学院論集〕　2009年３月



11馬　鳳如：日中常用漢字字形の比較研究

≠



12 山口県立大学学術情報　第２号　〔大学院論集〕　2009年３月

≠

≠ ≠

≠

表４. 日本で簡略化され，中国で簡略化されていない漢字比較表
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４．日本で簡略化され，中国で簡略化されていない
漢字

　５．簡略化の形式が異なる漢字
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表５．簡略化の形式が異なる漢字比較表
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　６．異体字の問題

表６．異体字比較表

比較項目 日本漢字 中国漢字 差

総画数 1969 1377 592

一字平均画数 11.93 8.35 3.58
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